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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,82 44,10 +0,28 43,76 +0,34

USD / BRL Spot BRL 2,2110 2,2073 -0,0037 2,2761 -0,0688

USD / JPY Spot JPY 96,88 97,34 +0,46 99,58 -2,24

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 52.312 52.548 +236 54.252 -1.704

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 165,5 162,4 -3,1 186,7 -24,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,48 11,41 -0,07 11,78 -0,37

DI Future Apr14（金利先物） % 9,63 9,66 +0,03 9,58 +0,08

3 Months US Dollar Libor % 0,244 0,246 +0,002 0,256 -0,010

CRB Index（国際商品指数） Index 288,0 285,5 -2,5 292,3 -6,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 10月8日

昨日のドルレアルスポット相場はＣＯＰＯＭを控えて小動きとなりました。朝方は９月のＩＰＣＡがほぼ予想
通りだったことからインフレ懸念が緩み、前日比レアル高の２．２０台前半で始まりました。その後、為替
フロー統計で１０月の数字が２２億ドルの資金流出となったことからレアルは売られ、２．２１台前半での
取引となりました。しかし、マーケット引け後にＣＯＰＯＭを控えていることから午後の取引は閑散となり、
結局２．２０台後半で引けています。

昨日のマーケット引け後に発表されたＣＯＰＯＭの金融政策は予想通り５０ｂｐの利上げを全会一致で
決定し、政策金利を９．５０％としました。同時に公表された声明文は前回と全く同じで、「委員会はこの
決定がインフレを抑制しそのトレンドが来年へ向けて確実になると考えている。」と簡潔なものでした。
一部で予想されていた文言変更は行われず、利上げ継続を示唆してインフレ期待抑制に努めている
印象を受けます。中銀が敢えて文言変更を行わず４会合連続で同じ声明文を用いたことは、素直に受け
取れば次回会合でも同じ５０ｂｐの利上げが妥当と考えているということでしょう。インフレ抑制を最重要
課題とする方針は今後も続きそうです。
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